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図2．∫広＝8における等渦度面（403）．



















            3次元E皿1er流における固有値問題









                   Dm（1）           〃＝一助
 （2）           ▽・ω＝0
        D   ∂と書ける一ここで亙＝万十（ω・▽）はラグランジュ微分を表し，境界条件は周期航ないし
は境界がなく無限遠で静止，としておく．（1）のrotは渦度方程式と言われる（和の規約）：
（3）        Dω・＿＆、ω、
                    D左
ここいむ一÷（∂・伽・∂吻伽）；～一1，・，・はス／レインテンソ帆次の式に従って発
展する：
